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1. Taylor展開の「静的な」表現
Ex1. sin   Taylor  (   0 )x xの 展開 の周り=
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は 次多項式までの展開．例えば
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Ex2.  log(1 ) Taylor    (  )  0 x xの 展開 の周り+ =
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2. Taylor展開の係数を「目で」見つける
1. cos   2 Taylor   ( 0 )x x例 の 次の 展開 の周り=
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の に置ける接線は「 」よって，　 次近似

次の近似を見つけるには 「 次近似式 」と を比較
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では の方が，より良い近似となっている．

よって のとき

即ち

「 の近く」

「 」と目で読め

　

る

次近似，
taylor.mn
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故に 直感的ではあるが

即ち，

次の

のとき

　ó ó
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なので のとき

次近似 」と

の近くで が

の接線 は 次近似

次近似式は 「 を

に最も近く見え

比

る

の 次の 展開

で の

較

の とき

例 の周り
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次近似式

次近似 」と

の近くで

次近似式は 「
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3.  Taylor 展開の証明
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と が区間 で微分可能で で連続とする．

このとき，次の様な  が存在する
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3-1. Caushy の平均値の定理
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点 をとる

定理の式の左辺は直

上

線 の傾きと等しく右辺は

上の点 における接線の傾きと等しい

即ち　 曲線 上で点 と の間に，接線の傾きが

直

のような曲線 を考えそ

線 の傾きと等しくなるような点 が す

の上に

存在 る

幾何学的説明
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3-2. Taylor展開の証明 (n=2, 3 のとき)

R(x) ⇒ R3(x)=ex - ( 1 + x + x2/2 )， G(x)=x3
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を含む区間で　 が 回微分可能のとき この区間内の任意の について
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n=2のとき
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n=3のとき

R(x) ⇒ R3(x)=ex - ( 1 + x + x2/2 )， G(x)=x3
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Taylor 展開
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Examples

ご視聴ありがとうございました．
Geogebraなどのファイルは,
http://mixedmoss.com/atcm/2010/index.html
に置いておきます．
これをメモる必要もありません．
YouTube のコメント欄に書いてあります．

またのお越しをお待ちしています．


